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都市近郊の中小河川伊川（神戸市）の植物相

　　　　　　　　　一「多自然旭川づくり」に関する一考察
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Flora　of　the　I－kawa　River，　a　small　river　located　in　the　suburb　of　Kobe　City，　with　a　comment

on　nature－oriented　river　works　in　Japan．　Takahiro　Wakihira，　Mitsuru　Miyabe　and　Yasuro

Kadono（Department　of　Biology，　Faculty　of　Scierlce，王くobe　University，　Nada，1〈obe　657－8501，

Japan）．Papers　ln　Commemoration　of　Prof．　Dr．　S短getoshi　Okuda’s　Retirement：Studies　on

the　Vegetation　of　Alluvial　Plains，　l17－126，　200L

　　The　flora　of　the　I－kawa　River，　asmall　river　located　il／the　suburb　of　Kobe　City，　was

investigated　based　on　lrltensive　field　survey　at　l　3　study　sites　covering　the　whole　range　of

the　river．　As　a　result，　a　total　of　239　species　belonging　to　49　families　were　recorded．　The

percentage　of　alien　species　amounted　to　30．6％．

The　number　of　species　recorded　was　least　and　the　percentage　of　alien　species　was　the

highest　at　the　sites　of　so－caIled「「nature－oriented　river　works’曜　as　weIl　as　at山e　sites　with

modem　concrete　embankme頂．　These　facts　suggest　that”nature－oriented　river　worlくs’1

conducted　in　the　I－kawa　Rlver　were　not　effective　in　the　conser▽atlon　and　restoration　of　the

richness　of　nora．　　The　co頭inuity　of　the　environmental　gradients　and　diversity　of　habitat

conditions　were　Iost　by　new　embankment　even　with　stones　or　woody　materials．　Competitive

exclusion　by　alien　species　was　also　discussed　as　a　cause　of　poorer　native員ora　in　habitats

disturbed　by　river　works．
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は　じ　め　に

　日本の河川の植物相ならびに植生に関する本格的研究

は，猶原（1936一玉937）や栗田（1943）による先駆的

研究に始まり，今日までさまざまな観点から進められて

きた．Miyawaki　and　Okuda（1972）と奥田G978）

は，関東地方を中心とした河辺の植物群落を植物社会学

的手法に基づいて区分し体系づけた，河川の上流から下

流にかけての立地環境の変化と植物種の分布パターンに

関する研究もヤナギ類や水生植物を中心に行われている

（石川1982；ishikawa　l　983；新山1987；角野1990

など）．一方，河川敷内における植生の成立と立地環境の

解析が，生態学の立場からばかりではなく河川工学分野

の研究者によっても進められつつある（例えば，石川

1986，1988；辻本1993；岡部ほか1996）．また近年

は河川の自然環境あるいは絶滅危惧種の保全・復元を目

的とした研究も増えつつある（禽本ig97など）．河川の

植物相についても地道な調査が進められてきたが（西山・

荒井，ig80㌣ig87など），1990年度に開始された「河
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川水辺の国勢調査」によって，その資料は全国規模で飛

躍的に増大しつつある．このような調査資料の蓄積に

よって，河川に生育する植物の生態的特性について概観

できるようになった（梅原，ig96）．しかし，従来の調

査のほとんどは大河川が対象となっており，中小河川の

植物相や植生に関する資料はきわめて限られるのが実状

である（波田　1972；長井・太田　1987；西山　i988；

上高　ig93）．

　中小河川，特に都市近郊の中小河川は治水の観点から

ほとんどの河川で改修工事が進み，また近年は親水機能

を目的とした「多自然型押づくり」の対象になっている

場所も多い．このように人問活動によってもっとも大き

く姿を変えてきたのが中小河川であるが，その自然情報

についてはほとんど記録されないまま改変が進んでい

る．

　そこで本研究では，神戸市近郊の中小河川である伊川

を対象に植物相を詳しく調査し，近畿地方の都市近郊に

おける「ふつうの」中小河川の植物相の一端を記録する

ことをひとつの目的とした．伊川は神戸市内ではいち早

く「多自然三川づくり」の取り組みが進められた河川で
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もある．石積み護岸や蛇行の導入など，その後各地に広

がった工法の典型的な事例のひとつである．初期の取り

組みであったために限界もあるが，このような工法に

よって「多自然型川づくり」の理念が実現しているか否

かを検証することも，本調査の目的とした．

調　　査　　地

　伊川は，神戸市北区「しあわせの村」付近に水源を発

し，岡西区伊川谷を西流して明石川と合流する全長

12．Okmの二級河川（明石川水系）である．

　調査は，その上流から下流にいたるi3地点（St．1～

St．13）を選んで行った（表1）．これらの調査地点は過

公になんらかの人為的改変が加えられており，現在もあ

らたな改修工事が進行中である．ここでは人為的改変の

様態から調査地点を次の3つの類型に分けた．

1．一次改修地点：1970年代もしくはそれ以前に両岸ま

　たは片岸がコンクリート護岸になり，その後の改修は

　行われていない．河道内には土砂の堆積によって形成

　された陸地が存在し，流路から岸辺まで連続した環境

　勾配が維持されている．

II．複断面コンクリート護岸地点：1970年代以降に改修

　工事が行われ，コンクリートの低水護岸によって高水

　敷と低水路の複断面構造となっている．その結果，高

　水敷と低水路の環境は分断されている．

lll．ゼ多自然西川づくり」地点：1992年から「多自然型

　川づくり」として新たな改修工事が行われた区間で，

　石積みあるいは木杭で低水護岸が施されて複断面構造

　になっている，高水敷には芝生が貼られ一部ヤナギ類

　の植栽が行われている．

　　各調査地点の様態は表1に記した．また各地点の水

　質の指標として1997年10月に測定した電気伝導度も

　示した．St．3から急激に値が上昇するが，これは流域

　にある産業廃棄物処分場の影響と思われる．この測定

　値からも推測されるように，全体として水質は良好と

　は書えない．

調　査　方　法

　各調査地点では流呈にそった約50mの区間を調査範囲

とした．堤防斜面は含めず，護岸のある場合は法面基部

より内側を調査域とした．また複断面構造となっている

場合の高水敷は調査範囲から除外した（ただしSt．8に

おいては，高水敷に湧水による湿地が存在し，かつての

植物相が残存していると判断されたためにこの場所を調

査対象に加えた）．調査範囲には流路のほかに水際の湿地

と土砂の堆積によって睦化した部分が含まれる．

表1．伊川の調査地点の位置

調査地点＊ 河川の様態籾　　電気伝導度＊料

1　布施畑　布施畑第二橋

2　　布施丈田　　プく湯｛喬

3　前開　安養院南側

4　前開　幸露橋

5　前開　向井橋

6　前開　新川橋上手

7　前開　室谷橋上手

8　小寺　小寺橋下手

9　長坂　小寺橋一長坂橋中間

10池上　谷田橋

11池上　　前川橋

12南別府　「白水」バス停下手

13潤和　二越橋
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★神戸市西区｛弄川谷町；燥本文参照；無歯（μS／cm）、25℃値に換算

調査はig97年の春～初夏（5月23日～6月16日）と秋

（9月18日～10月18日）に行い，調査区内を踏査して生

育する植物を全て記録した．また優占種による群落区分

が可能な地点では群落の分布を地図化した．

　調査の際に確認した植物は，全ての種について少なく

とも1点は標本とすることを原則とした．標本は，’神戸

大学理学部標本室に保管してある（虫害により破棄した

ものが一部ある）．

結　果　と　考　察

1，植物相の概要

　春～初夏と秋の調査結果をあわせると，全体で49科

239種の植物が確認された（付表）．この中には栽培植物

の逸出が7種含まれる（改修工事の際に植栽された植物

をのぞく）．出現種を三下にみると，イネ科植物がもっと

も多く49種にのぼり，カヤツリグサ科（23種）とキク科

（22種）の植物がそれに続く．4位のマメ科（18種）と

5位のタデ科（15種）を合わせると璽27種に達し，これ

らの5科で全出現種の54％を占めた．これは上赤

G993）が調査した佐賀県田手川下流域の調査から指摘

した傾向と同様である．上赤Gg93）は，これを太田川

（広島県）の中下流域とも共通した特徴としている．この

ような種類組成が河川のどのような環境状態を指標する

のかについては，今後，他の河川の資料と比較すること

である程度の一般化が可能であろう．

　長田（1976）ならびに榎本（ig96）によって帰化植

物とされている種は71種で，帰化植物率　（総出現種数

からは栽培植物をのぞいた）は30．6％であった，科別で



はイネ科とキク科に帰化植物が占める割合が高く（それ

ぞれ30．6％と52．4％），カヤツリグサ科では13．0％に過

ぎないのと紺照的であった．調査地点別の帰化植物率の

範囲は26．3％（St．1）から48．6％（St．9）であった．今

までに報告された各地の河川の帰化植物率（星野，1996

参照）とは，調査範囲に含まれる環境が必ずしも同一で

はないために単純な比較はできないが，伊川の帰化植物

率は一部の地点をのぞいてかなり高い．これは伊川が人

間の居住域の近くに位置していることと人為的な撹乱を

受けてきたことの現れと考えられる．

　i3調査地点におけるそれぞれの種の出現頻度に着目

すると，全ての調査地点から記録された種が，ネズミム

ギ，ヒエガエリ，アメリカセンダングサ，ヨモギ，オオ

イヌタデ，ミゾソバ，ヤナギタデの7種であった，ほぼ

全域のll地点以上から記録された種は26種（10．8％），

半数（7地点）以上から記録された種はあわせて52種

（2L8％）になる．神戸市周辺部で近年急増しているオ

心得ワヂシャが12地点で記録されたことは，本種の分布

拡大のひとつの記録になろう．また7地点で確認された

ウキヤガラは近隣河川では分布が限られ，伊川の植物相

を特徴づけるものかも知れない。

　一方，1地点のみから記録された種は42種，2地点か

ら記録された種は33種で計75種（3L4％）となった．広

範圏に分布する種よりも限定された場所に特異的もしく

は偶発的に生育する種のほうが多いことを示している．

それぞれの種について上流から下流にかけての分布パ

ターンを検討したが，特に明瞭な傾向は認められなかっ

た．最上流のSt．1でのみカサスゲやドジョウツナギが記

録されたが，この場所は片岸がコンクリート護岸化され

てはいるものの比較的自然度の高い環境が残っているこ

とを示すものであろう．その他の地点は改修後に土砂の

堆積や侵食を繰り返して今日の姿になっており，どのよ

うな立地環境が存在するかによって，各地点に生育する

種が規定されていると思われた．また生育に適した立地

が存在しても見出せない種が多くあった．これは特定の

立地環境が同一場所に長期にわたって存続することが少

ないことの反映であろう。多くの種は流失とあらたな定

着を繰り返しながら鯛体群を維持していることが推察さ

れた．

　St．8では，芝生をはられた高水敷の一角に湧水による

湿地があり，ガマ，ヒメガマ，ヨシ，メリケンガヤツリ，

イグサ，コブナグサ，ホソイ，クサイ，コウガイゼキショ

ウ，コウキクサ，アブラガヤ，ヒデリコ，ミソハギ，ア

カメヤナギなどの水生～湿生植物が記録された．ここで

はまた，ナガバノヤノネグサとユウスゲの生育が確認さ

れた．ここには改修前の植物相の一端が残存しているも

のと思われた．
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　また今回の調査では兵庫県版レッドデータブック（兵

庫県，1995）において絶滅危惧種とされたサデクサ（標

本番号　丁．Wakihira　288；以下同様）とユウスゲ（T．

W．375），全国版レッドデータブック（環境庁自然保護

局野生生物課2000）の絶滅危惧II獣心イガタガヤツ

リ（T．W，656）と準絶滅危惧種コイヌガラシ（T．　W．

642）が確認された．これらの種の個体数は限られ，周

辺流域から流入して生育していたのか，伊川河川敷がも

ともとの自生地であるのかは判断できなかった．

　個々の地点における植生の記述は省略するが，相観的

に把握可能な群落の優占種になる種は限られた．ツルヨ

シとクサヨシ（特に春期）が二地点でまとまった群落を

形成していたほか，ヤナギタデ，キシュウスズメノヒエ，

チクゴスズメノヒエ，ウキヤガラが水際域で小規模な優

占群落を形成していた．またセイタカアワダチソウ，ク

ズ，キクイモがそれぞれ一地点でややまとまった群落を

成していた．

2．河川の形状と植物相

　調査地点ごとの総出甲種数を在来種と帰化種に分けて

図1に示した。各地点の出現種数はもっとも多かったの

がSt．7とSt，　Hで87種，もっとも少なかったのがSt．9

で37種であった．出現回数を各地点の河川形状の類型ご

とにまとめると，一次改修地点：77．4圭9．1種（平均値±

標準偏差；以下同様）；複断面コンクリート護岸地点：

47．5±0．7種；「多自然型川づくり3地点：51．0±12．1種で

あった．複断面コンクリート護岸地点（St．　i　2，13）と

「多自然門川づくり」地点（St．8～10）では差がなく，

一次改修のみの地点に比べて有意に出現種数が少なかっ

た（Kruskal－Wallisの検定ならびにScheffels　F；p〈0．OI）．

St．8の湿地の植物を除外すれば，，罫多自然型川づくり戸也

点の出現数はさらに少なくなる．水辺の生物多様性減少
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の一因をコンクリート護岸化とする意見があり，これが

より近自然な護岸工事を推進する理由になっている．し

かし，今回の結果は，たとえ石積みの護岸にしても植物

相の多様化には寄与していないことを示している．

　帰化植物の侵入の欝安としての帰化植物率は，複断面

コンクリート護岸地点とジ多自然型川づくり」地点が一

次改修のみの地点と比べて高くなる傾向があった．実際

の種数を比較すると，これらの各地点間では帰化植物の

種卸には大きな違いはない．むしろ在来種の男数の差が

大きく，帰化植物率の高さは在来種の少なさに起因する

といえる．これは，改修による大規模な環境撹乱の跡地

においては帰化植物の侵入と定着の迅速さに対し，在来

種の再定着が困難になっていることによると思われる

（後述）．

3．多自然型押づくりに関する一考察

　1990年の建設省通達以降，日本各地の多くの河川で

罫多罪轡型川づくり」が進められてきた．しかし，生物の

良好な生育・生息環境に配慮することを主旨のひとつに

していたにもかかわらず，各地で進められた「多自然芋

川づくり」の現実は，その理念の実現にはほど遠いもの

であった（大熊1994；角野・遊磨1995；佐々木1998

など）．さまざまな疑問や批判を受けて「多自然今川づく

り」の内容やあり方に検討が加えられ，河川の環境と生

態系の成り立ち踏まえた方向に進む動きもある（谷田

1996：中小河川における多自然型川づくり研究会

1998；辻本ほか2000；島谷2000）．しかし，従来の多

くの批判は，生物の生育・生息環境への配慮よりも親水

性が重視される設計や，河川環境のダイナミズムを無視

した構造物の設置等に向けられ，「多自然型川づくり」が

河川の生物相にどのような影響を与えているかについて

検証を試みた例はきわめて限られる（例えば，鍵野・星

川，2000）．特に植物に関しては「多自然型絹づくりに

よって植生が回復した」とする事例報告が散見されるが，

生態学的な検証に耐えられるものはほとんどない．

　今回調査を行った伊川の「多自然四川づくり」は，親

水機能や憬観」が前面に出た事業であり，工事施工者

に生物に対する配慮が当初から欠けていたことは別に指

摘した（角野2000）．しかし，主なお同様の事：例が「多

自然型川づくり」と称して各地で進められている．そこ

で「多自然野川づくり」の検証の一環として，その有効

性について評価しておくことは無意味ではないだろう．

　今回の調査結果から，たとえ護岸に石積みや木杭を用

いても，植物の出現種牛はコンクリート護岸の地点と変

わらず，また帰化植物率がきわめて高いことが判明した，

伊川の「多自然厨川づくり」は工事後の年数が浅く，植

生回復の途上にあるという見方もあるかもしれないが，

河川の植生は長期にわたって安定的に存続するものでは

ない．むしろ撹乱による破壊と再生を短期聞に繰り返す

ことが特徴である．今回の結果は，ここで行われたよう

な「多自然今川づくり」の工法が，「多自然」ならぬ「貧

自然化」をもたらしているという疑念を十分に裏付けて

いると考える．その問題点は大きくふたつに分けられよ

う．

　ひとつの問題点は複断面構造にある．河川敷では立地

の微妙な水分条件や土壌条件の違いに対応して多様な植

生が成立する．しかし，低水護岸を設けた「多自然型川

づくり」では，流路から陸域にいたる連続した環境勾配

が分断されることになり，立地環境の多様性が失われる．

コンクリート護岸を石積み護岸に変えても，多様な植物

相を支える効果は期待できない．護岸を緩傾斜にするこ

とや，土砂の自然な堆積を促すような仕掛けが，より有

効であると考えられる．

　もうひとつの問題点は帰化植物の優占である．河原に

は散布能力や撹乱とストレスに対する適応において在来

種よりも優れた帰化種が多く生育する傾向があり，帰化

種による在来種の競争的排除が危惧されている（鷲谷，

1999）．伊川の「多自然下川づくり」施工場所は重機に

よって一旦裸地化された．そのような場所に真っ先に帰

化植物が侵入している実態が今回の結果から示された．

在来種は，生育立地の消滅に加えて帰化植物との競争に

よって再定着が困難になっている可能性がある．伊川の

場合，改修前の植物相に関する正確な資料がないために，

目標とすべき植生復元のイメージは描きにくい事情はあ

るが，帰化植物をどのように管理するかは今後の「多自

然型川づくり」のひとつの課題になるだろう，

　伊川の「多自然型川づくり」は，その後の管理がおこ

なわれないままに放置されている場所がほとんどであ

る．これが自然に任せるという方針にしたがったもので

あれば批判はあたらないが，2000年の再調査ではその

後の出水によって石積み護岸が各所で崩壊したり土砂に

埋もれている．たとえ中小河川といえども出水時の撹乱

は大きく，固定きれた「完成形」を維持することは非現

実的である．中小河川は川幅の空問も限られ，どのよう

な手法でダイナミックに変動する河川環境の中に生物の

多様な生育・生息空間を保証するかはむずかしい問題で

ある．しかし，現在取り組まれている「多自然学川づく

り」の多くが，今なお「形」にこだわり，河川水利や生

態学の視点を欠いていることは閥違いない．これがスイ

スやドイツにおける「近自然河川工法3（山脇2000）

と似て非なる所以である．

　「多自然型川づくり」の今後の進め方についてはさまざ

まな方向付けが示されている（例えば，中小河川におけ

る多自然型川づくり研：究会　1998；島谷　2000）．また



事後のモ．二タリングの手法についても具体的な提案がな

されるようになった（小林ほか　2000）．しかし，その

ような考え方が現場に浸透しない限り，今後も多くの過

誤が起こるだろう．「多少轡型川づくり」の理念をどう評

価するかも含めて今後の議論を期待したい．

　この小論は得平と宮部が中心となって行った野外調査

の資料をまとめたものであるが，「多自然型川づくり」に

関する意見は角野個人のものであり，その責任は同人に

帰するものであることを付記する．
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7｝ガbご砒ητr〔翠）e／z5　L，

▽「どcεαα1τ9㏄s冶ζ！b麗αL．

Vどo‘αん‘rszκα　（L，）　S．　F．　Gray

U‘9πααη9認αr‘8（WiI｝d．）

　　　　　var．　Z乙ガ型01zeπS‘S　　（Oh、vi）

Po餓襯αカ1（ワ1磁παBomm．
ROSαアημ麗翅0ノ’αTht蓬nb．

Rμうα5Pα1ーひ〃bご砒sL．

Sαπ9μおorうαoカヴcピ1↓α距sL．

As加π）εアη‘α－0ρんy♂♂αKnoll

Sαど㏄ηzわ認う癖rαητMak｝no

B1－αss‘cαノ㏄πc（ヨα　（L）　Czern．　et　Coss．

σαr面η麗θπθ測osαWit1｝．

ム曜）‘α1如ητθご㎎‘r乙6cμητL．

八他s孟μr亡砒ηz（ガεdπα♂eR．　Br，

Roゆ1）αcα鷹o漉泥sどs（LOUr．）Ohwi

RoゆPα‘顧cα（L．）Hiern
Rorな刀ワαど8ごαz乙d‘cα　（Oeder）　Borlas

PαPαぴθr（ゼ厩）認ηzL．

8απμπcぬs誠ε吻b伽δLev．
RαημπcμZ膨scαπ60π‘〔ヨπ8εsDC．

RαημアτcμZ膨ssceどerα‘μs　L．

ムんeう‘α×ρe航αρん）冠ごαMakino

畷yosoω罵α9μαホ‘cμπz（L．）Moench

Sα9語αノαpoπlcα　（Sw。＞Olユwi

S記eπθ9αZ麗cαL．　var．　9α〃‘cα

S‘θ♂ごαrどαηzα麗α　（L．）　Vi｝lars

Mかαb記‘sノα‘αPαL．

1つor亡α♂αcαo♂erαc（3αL．

Poz－亡㏄ごαoαP麗osαL．

Ac妙rα漉んesδご4eπ亡α孟αBlumeびαr．

Cr卿06α癬αノαPO厩CαHaSSk
Oεηαπ〃昭ノαひαπどcαDC．

S‘磁ηz罵‘13sどL．

70r読sノαρ01πσα　（Houtt．）　DC．

7br読88eαδ1殉α　（Thunb．）　DC．

動）麗ol＞どμη1　py7■rごcんoZo1）んμη1　Franch．　et　Savat．

ゐμ（1ωど9εα卿泥0δど0ε（ZθsMaxiln．

0θ厚oむ1Lεz・α1＞‘εηアzおL．

0α10亡んθrα♂αcぎ7zlα乙αHilI

Oθrloオ1zθ1・α1ηsθαAi芝，

L）疏rこ6椛απc¢ρs（K（）ehne）Makino

ゐy‘んrπ肌s磁cα磁L．

σα二y「α証αノα／）01記Cα　（Thunb．＞　Gagl／．

σαz’4ごosρθr〃τμ椛ん畝cαcα伽肌L．

0α♂ご琵z『6c／zεノαPoπごcαEngel貰憶．

況磁8ノωα航αL．var．ア．・o⊃c伽7ヨ1～琵（DC．）1えehd．　e芝Wils．

携c吻pんαα臨ノーα♂lsL．

Eμ1）んOrδごαCんαηταθSyeθL．

E琵／）ノτorレ翫αsαρど1zαRafir1．

Mα♂♂o甜8ノαρoπどcμs（Tl〕嫉τ｝b．　ex　Murray）Mt達eller－Arg．

＆η）如1γτsεδζ！をz■砿η1　（L＞　Roxb．

0καZご8co1フτごcμ♂α‘αL、

0κα～どs8々・‘c6αL．

0κα麗8cor）ηηわosαDC．

Gεrαノπ記ητcαz・o麗z乙ごαアταmL，

Gez■απど配rγτη〔￥）α♂επSξ～Sweet

　　　　　s撲bsp．　6んμzぬθrg麗　（Sieb．　et　Zucc．）　卜lara

〆1〔ヲ3cんy況oητθηθごr～（1‘cαL．

A♂～）詑どαノμ～めzでssど1↓．Durazz．

A1πoψ磁か諭COSαL
Ampんどcαη）αeαう1．’αc‘α〔～‘α　（L．）　Fenlald　subsp．　θ4gαcり1’〃z猷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（αiver）Ohashi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Sieb，　et　ZUcc＞　0｝．｝ashi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　szめses勲s　Miq．

　　　　　　etノ、…一n．

COノ？拡Cμ♂αα乙S

Ol．｝、、∫i　et　Ol｝asl／i

　　　　　Ohwi　et　Ohashi

60meπむosα　（Honda＞　正一lara
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アカザ科

タデ科

イラクサ科

クワ科

ヤナギ科

ドクダミ科

ホソアオゲイトウ

ホナガイヌビユ

イヌビユ
ケイトウ

ケアリタソウ
シロザ

ヤエムグラ

ヘクソカズラ

ナガバノヤノネ．グサ

ヤナギタデ

シロバナサクラタデ

オオイヌタデ
イヌタデ

サデクサ

イシミカワ

ボントクタデ
ミゾソバ

ハナタデ？

スイバ

アレチギシギシ

ナガバギシギシ
ギシギシ

ェゾノギシギシ

ヤブマオ

アオミズ

カナムグラ

アカメヤナギ
ドクダミ

　　　　　　　　　　　　　　　（De　Bruya）　Kltag．

Pε畿。α四四αα面ωτμ配（Regel）Nakai

Persご。α磁ρθゆZどα6α（L，＞H．　Gross

Pθノ3ど。副卿ぬθ5cαzs（BIUme）頁al‘a

∫）θrsど。αrごα6～堀几6ergど‘（Sieb．　et　Zucc．）　H，　Gross

　　　　　　　　　　　　　’　　　（Mak賠O）　Nakai　？

んπαr侃読認pα副αsBertoloni
Aπzαrαη亡ん配sひどrδdごsL．

メ1πzαrαr～亡んμs距び‘4αsL．　var．　αεcθπ4θπε　（Lois．＞　Tl｝ell，

0θ♂os‘αcr‘s亡α孟αL．

湾πめr11τααηめros‘o‘4θs（L．）Spach　var．　Pμδθscθ几8　Makino

CんθrLopo（1砒mαめμ1ηL．

Gα～砒ητ｛塑』z－認ητLva1㌃θcん読051）θrmo泥（WalIr．）Hayek

Pαe4θ1ゼαsc侃4θπs（LOuL＞Merr．

Pθ庖。αrどαδrωごooんrθα亡α　（Mal〈ino）Ohw｝

Pθrsど。αrごαんydrOρ‘Pθz’　（L．）　Spach

Pθrs‘cαrピαノαpo加。α　（Meisn．＞14．　GrOss

∫）εrsど。α1’どα♂αPα飽研）♂どα　（L．）　S．　F．　Gray

／＝）〔～Z3乙CαZ’乙α♂0アτ9乙se乙α

Pα．981c副αツ醜媚α醗αノ協

／ぞ記η呈θκαCθ孟OSαL．

∫馳1ηθκcoπ9♂o濡εzレα‘αs　Murr，

Rππ乙θκcz’廃凋μ8　L．

Rα襯θκノαPOIZごCαS　卜至0しltt．

石：απLεX：0δ施SσbZごμεL．

Boθん椛θ1．ゼαご。πg‘鉱）6cαS芝eud．

朗θαητ01zgoZご。αWeddell

Hi61ηα如sブαpo厩α孟s　S1eb．　et　Zucc．

Sα麗κC／乙αθ1101ηθ♂0‘4e8　1くil11Ura

Hα鷹の厩αco配α亡αThunb．
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単子葉植物

　ヤマノイモ科
　　ヒガンバナ科

　ユリ科

イグサ科

ツユクサ科

ウキクサ科

サトイモ科

カヤツリグサ科

ナガイモ

ヒガンバナ

ノビル

ヤマラッキョウ
ユウスゲ

ヤブカンゾウ

ジヤノヒゲ

ハナビゼキショウ
イグサ

コウガイゼキショウ

ホソイ

クサイ

ヌカボシソウ

ツユクサ

イボクサ

コウキクサ

セキショウ

サトイモ
アオスゲ

アゼナルコ

カサスゲ

ゴウソ

シュロガヤツリ
ヒメクグ

イヌクグ

タマガヤツリ

メリケンガヤツリ

アゼガヤツリ

コゴメガヤツリ

ニイガタガヤツリ

アオガヤツリ

オオシロガヤツリ

キンガヤツリ？

オニガヤツリ

カワラスガナ
ハリイ

ヒメテンツキ
テンツキ

ヒデリコ

ウキヤガラ

アブラガヤ

Z）ぬscoreαbα乙α‘αs　Dence．

五，二ycOノマls　rα4どα6αHel『b．

∠4〃ピ1〃πgz■αyピRegd

メ1〃砒規‘んμπわe肌96どG．

1ゾθη1εノ・ocα〃どs　c記1・ごπαBa達噛oni　var．

召θ1ηεノ’OCα〃‘Sノ酎Zびαも，

ρ画・P・9・π加oπlcμs

Jz〃記αsα♂α撹乙s　Franc圭．1，

し1α1zcπs∈漁z8z嬉s　L，　var，

Do籍
　　　　　　　ひθsρα－6乙ア1α

var．々しびαπso　Regel

〈L．銀．）　Ke≧㌔Gaw1．

　e毛Savat．

　4ec‘／亮επs　Bucl．｝en，

（Hara）M．1－lo芝ta

，ノ膨1zcαs　Zθ8〔3んθ1ταμ♂蕊‘Gav

J醜cおsθ‘clz麗戚s　B㌃ユchel／，　var．¢伽so‘4es　Buchen．

Jz〃τc記s　6〔～ア提πs　V㌧「mdeぎ1．

加認αρ酎♂ητ08αEMe》・er　var，アηαcz’ocαノアα（Buchen．）Ohwi

CorγZπLθZε罵αCOηZηZμZ乙乏s　L．

Mαzてどα1〃παん〔～‘8αた　（Hassk）　Hand，一Mazz，

ムeπZ1ヱαZ几ご1ZOZ・L．

Acoz脳αs　gz’αητご1zα乙s　S〔）land

Ooごocαs6αe8cμZθ1託αSchott

Cα1でκδr・εひ6cμZη冨sR．　8r．

0α7「εκ4”7τ01．了）んo～塚充8S重eud．

σα7．’θκ（距Sραごα孟α800tt

Cαr’eκ1πακε1ηα麗C2ピ‘Mlq．

qypθ1翼sα紀erπヴ～）♂砒s　L．

qyρez｝㏄s　6zて～ひ畝）♂‘μs　（沢ottb．）　Hassk．

　　　　var．　ごθ‘oど（￥）乙s　（Franc｝／．　ef　Savat．）　T．　Koyalna

（汐Pe「乙4s　c）7）〔～1，0‘4θ＄　　（L，＞　　0，　　正くuntze

qy／）ez翼8α1岬oz7疵s　L．

qypεrusθノ’αgz’o諒s　Lam，

qy1）θ1遅s／1αひご4μs　Retz．

qypεrμsどrどαL．

qyperμs航9α診θπs‘s　O｝1wi

CンPεrμsπど卯oz乙ピcμs　Franch．　et　Savat．

qyρθrαsπφρoπピcαs　Franch．　et　Sava重．　var．8μrα♂6s　Ohwi

Cン1）（3r㏄so40rα友若sL．　？

CンPεrμsμ～osμs　Vahl

qyρer膨s　sαπ9㏄‘ノτo♂θπ亡μs　Vahl

EZεocんαr‘s　corL9θs亡αD．　Don

Fどmう1－δs砂ごごsα碗μηmα♂6s　（L）　Roeln．　et　Schuit，

凡励rεs酋頭s読cんoむo侃α（L．）Vahl

Fεηめrδs6ツ麗s　1ημごαceα　（L）　Vahl

Scケραs〆Z㏄び‘αむ漉s　（「1’orr．）A．　Gray

Sc‘zPαsωどcんμrαe　Bocklr．
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イネ科

オモダカ科
ガ　マ科

アオカモジグサ
カモジグサ

コヌカグサ

スズメノテッポウ

メリケンカルカヤ
コブナグサ
トダシバ

カラスムギ

カズノコグサ

イヌムギ

スズメノチャヒキ
ジュズダマ

メヒシバ
アキメヒシバ
イヌビエ

ケイヌビエ

ヒメイヌビエ

タイヌビ地

学ヒシバ

コスズメガヤ

オニウシノケグサ
オオナギナタガヤ

ナギナタガヤ

ドジョウツナギ

チガヤ

サヤヌカグサ
アゼガヤ

ネズミムギ

アシボソ

オ　ギ

ススキ

ヌカキビ

オオクサキビ
シマスズメノヒエ

キシュウスズメノヒエ

チクゴスズメノヒエ

スズメノヒ山
斗チスズメノヒエ

チカラシバ

クサヨシ
ヨ　　シ

ツルヨシ
ネザサ

オオスズメノカタビラ
ヒエガエリ

アキノエノコログサ

キンエノコロ
コツブキンエノコロ

セイバンモロコシ

カニツリグサ
ヘラオモダカ

ヒメガマ

ガ　マ

盆grρρyrαz　cご磁rε（Trin．）Franch．　var．η冨几膨s（Miq．）

∠4grOPツroη孟s説μs配επsθ（Honda）Ohwi

　　　　　var．孟rαπsε翫s（Hack．）Ohwl

みgro8漉sαZδαL

AZoρθcμr膨sαθ9μαごls　SoboL　var．αη膨r飢s‘s（Komar。）

・4雇rOPO90πひケ9翻側s　L

、4r仇rακoπん晦）‘磁s（Thunb．）Makino

∠4rμ几dl読θ〃αんεrεα　（Thunb．＞　C．　Tanaka

Aひεπα！とz友乙αL．

Bθcんηzα泥泥」αs）ノ2ご9αcんηε　（Steud．）　Fernald

B7roηzzるs　cαオんαr亡ど。こzs　VahI

β！℃ηZ昆Sノαρ0疵CμsThunb．

σo鼠Zαα＝yηzα一ブ。腕L．

D‘9琵αr‘αc‘Z‘αr‘s　（Retz．）　Koeler

D‘8詑α冠α0εoZαSCεηs　Link

EcんぬocんZoαcr昆s－9α♂麗　（L）　Beauv．

EcんぬocんZoαcr㍑s－9α♂ご∠　（L．）　Beauv．　var．

EcんぬocんZoαcr膨s－9αZZ∠　（L）　Beauv，　var．

EcんごπocんZoαorツ2ごcoごαVasing．

E♂θμsε泥θ‘η（泥。α　（L。＞　Gaertner

Erαgros古ど8　poαeo漉s　Beauv．

Fθsホ膨。ααr膨泥（だπαc（9αSchreb，

Fθs古μcαη3e9α♂膨rαNutt．

F2sホμcα山郷ros　L，

Gち♪cerごαεscんyroπeμrαSteude1

1叩θrα‘α（ツ四馬。α（L．）Beauv．

Lθθr86αsα：yαη醜αOhwi

五瞬OCんご0αCん読επSどS（L．）Nees

ゐoZ如ηzηz認二黒or泓規Lam．

Mど01℃sごε9謡πLθεm翻e麗m　（Trin．）　A．

Mlscα碗勧s　8αccんαr認orμs　（Maxim）

Mεscα漉ん昆s　8ぬ飢8どs　Anderss．

∫）（zπ‘cμητδ‘s磁Zcα‘μm　Thunb．

P翻Cμm4どCん0‘αη沼orμ瓶Michx，

Pα＄Pα如襯副αホα加肌Poiret
Pα靭。α如ηz4ごs6ご。んαηzL，

PαSPαZこzητ4ごs翻。ん～zπL　L，　var．

Pα｛切α♂α況6ん醜berg麗Kunth

Pα隊〕α如ηzμro潔Z（～6　Steud，

PαLπおe診μηzαZ（4）εc砿Zo∠4ε8　（L．）　Spreng．

Pんαzαr‘sαr膨η（泥παcεαL．

Pんrα9疵むεsα臨rαZ‘8（Cav．）Trin．

Pんrα9ητ髭esノαpoπ‘cαSteud．

P翻。配αs亡μsc配πo（F1’anch，　et　Savat．）

　　　　　var．　θ‘rご♂どs　S．　Suzuki

∫）0α孟r‘ひεαご‘8L．

Po♂ypogoπルgακSteud．

s就αrlαノ召δer珪lerrm．

Sθ‘αrごα9どα昆。α　（L．）　Beauv．

8θ‘αrごαPαZ♂ご（オθ一ルscα　（Schumach．）

So㎎んμ～ηんα♂¢ρεπsε　（L．）　Pers．

　　　　　var．　prQp切膨m旧itchc．）Ohwi

7r‘sθ加mδ諺d膿（Thuab。〉Ohw1
メ1Zごs1ηαcα1zα麗。認α‘μm　A．　Br．　et　BOuch

乃Pんαα1zg膨s‘ら々）あαL．

τyρんαzα亡面罵αL

Ohwi

Ohwi

cαμo［α亡αKitag．

／）rα孟ごooZαOh、vi

Camus
　Benth，

‘几（どμ乙膨ητSh｝nners

ex　Steud．

Makino

Stapξet　C．　E．　｝一lubb．
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シダ植物

　オシダ科
　　トクサ科

ヒメシダ

スギナ

Tん〔～Zツρ亡er‘sραZωs孟rごs　（Sahsb．）　SchoU

E9疵sθオα1ηαroeηse　I認．
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